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3. 注意事項
3-1.受験できない場合

次の場合は受験できません。また、受験できない場合でも受験手数料は返還いたしません。
（1）試験開始から30分以上遅刻してきた場合。
　　※交通機関の事故など、理由のいかんを問いません。
（2）指定する写真付き公的証明書（原本：日本国内で発行されたものに限定する）の提示

ができない場合、また、提示ができても本人確認ができない場合。
（3）「受験票①」と「受験票②兼写真票」を不所持の場合。
　　※いずれか1つが欠けても受験できません。
（4）受験票で指定された会場以外で受験しようとする場合。
　　※事前に協会が承諾した場合を除きます。
（5）他の受験者の妨げになる等､協会が受験に不適当であると判断した場合。

3-2.試験会場におけるご注意
試験会場では次の点にご注意ください。
（1）貴重品は必ず身につけておいてください。
　　※協会は盗難・紛失等についての責任を一切負えません。
（2）試験会場には必ず公共の交通機関を利用してご来場ください。
　　※試験会場に駐車場の用意はありません。
（3）試験会場への直接、または電話での問合せおよび下見は固くお断りしております。
（4）試験会場周辺で、試験結果を通知すると言って受験者を勧誘し金銭を取る業者や、

関係団体を装って講習会等の勧誘を行う業者がいますが、協会とは一切関係があ
りません。

3-3.試験室におけるご注意
試験室では次の点にご注意ください。
（1）12時40分から事前説明を開始します。手洗いはそれまでに済ませてください。また離席

の際は、受験票と指定する写真付き公的証明書（原本）を必ずお持ちください。
（2）受験票に記載されている受験番号と座席の番号をご確認のうえ、着席してください。
（3）試験室では試験監督員等の指示に従ってください。指示に従わないとき、または

不正行為等の不都合な行為があると認めたときは退出させ、失格となることがあ
ります。

　 ※試験監督員から試験終了の合図があった後に「解答欄」への記入等を行うことは
　   不正行為となり、失格となります。

（4）スマートフォン・腕時計型携帯電話等、通信機能付の携帯情報端末は、アラー
ムの設定を解除し、必ず電源を切ってカバンの中にしまってください。時計とし
て使用することもできません。（試験室によっては時計が設置されていません。
試験時間の管理は受験者自身で行ってください。）

（5）試験時間中に緊急地震速報、津波警報などの全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）が発信された場合は、受験者の皆様に館内放送または試験監督員からお知ら
せしますので、試験監督員の指示に従って行動してください。

（6）試験問題の内容に関する質問には一切お答えできません。
（7）試験時間中、途中退出はできません。発病等の場合は、黙って手を挙げ、試験監

督員の指示に従ってください。
（8）解答用紙は、いかなる場合もすべて提出してください。
（9）試験の開始および終了は試験監督員の時計を基準とします。
（10）試験室内は禁煙です。指定された場所以外では喫煙できません。会場によっては

全面禁煙のところがありますので予めご了承ください。
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（1）①～⑤のうち、いずれか1点、有効期限内のものを試験当日ご持参ください。試験
当日、不所持の場合は受験できませんのでご注意ください。

（2）現在写真付住民基本台帳カードをお持ちの方は、有効期限内であれば個人番号カ
ードを取得するまでは本人確認書類として利用可能です。

※1道路交通法に基づき公安委員会が交付するもの。
※2運転経歴証明書は、平成24年4月1日以降に発行されたものに限る。
※3外国籍の方で通称名で受験申込をされた方は、「在留カード」または「特別永住
者証明書」では本人確認ができないため、いずれかの書類とともに通称名が確認
できる｢住民票｣(コピー可)を提示いただきますので試験当日ご持参ください。

　　指定する写真付き公的証明書（原本：日本国内で発行されたものに限定する）また
は協会が認めた写真付き本人確認書類で本人確認ができない方は受験できませんの
でご注意ください。

1-3.筆記用具
黒鉛筆（シャープペンシル）、消しゴム、鉛筆削り（任意）
※上記以外の筆記用具を使用した場合、解答が読み取れず採点されないことがありま
　すのでご注意ください。
※黒鉛筆（シャープペンシル）以外の使用は不可。
＜机上に置けるもの＞
受験票、指定する写真付き公的証明書(原本)および筆記用具､通信機能のない時計。
上記以外のものは机上及び机の中に置かずに全てカバン等の中にしまい、足元に置い
てください。衣類のポケット等にも入れないでください。
なお、カバン等は不必要なものを全て収納することができ、口が閉まるもの、床の上
に置いてよいものとしてください。試験中、試験監督員が必要と認めた場合は、携行
品を確認することがあります。
※スマートフォン・腕時計型携帯電話等、通信機能付の携帯情報端末は時計として使
用することはできません。電源を切ってカバンの中にしまってください。
　(試験室によっては時計が設置されていません。試験時間の管理は受験者自身で行
ってください｡）
※耳せんは､スポンジ素材等でできているものは使用できますが､電子耳栓の使用は不可。

2. 試験当日のスケジュール
2-1.タイムスケジュール

※試験会場までの所要時間は、交通混雑、乗り継ぎ等で予想以上に時間がかかること
があります。十分に余裕をみてご来場ください。

2-2.試験前日および当日のお問合せ先
試験前日および当日のお問合せ先は受験票に記載します。

入室可能時間

受験上の注意事項の説明

試験開始

試験終了時間

集合時間

12時00分

12時40分

13時00分

15時00分

12時15分




